
18/7/3 名古屋市議会経済水道委員会 （名古屋市民オンブズマン 自動文字起こしアプリ

による文字起こし） 

 

委員長：本日は付議議案に対する意思決定を行います。 

それでは第 95 号議案及び第 97 号議案の 2 件を一括議題に供し、まず各派の意向表明を

お願いいたします。 

 

自民：以下の要望を付して原案に賛成します。 

一つ、木材の調達に当たっては、文化庁から与えられた課題を確実に解決し、現状変更

許可の見通しを立てた上で計画的に行うこと。 

一つ、総事業費の上限を 505 億円とすることは、市民や議会との約束であり、実現に向

けて最大限の努力をすること。以上です。いや－、あとは元案賛成です。 

 

民主：第 97 号議案については以下の要望を付して原案に賛成です。 

一つ、名古屋城天守閣木造化復元事業について市民の理解を得ながら、市民とともに事

業を進めることができるよう、説明会やシンポジウム等様々な場面において丁寧に説明

をしていくこと。 

一つ、文化庁からの現状変更許可の取得に向けて鋭意努力し、総事業費の上限 505 億円

並びに 2022 年 12 月の完成期日を厳守すること。第 95 号議案については原案賛成です。 

以上です。 

 

公明：95 号議案、97 号議案、原案に賛成です。 

 

共産：第 95 号議案については、以下の要望を付して原案に賛成です。 

本庄青果仲卸棟等の消火設備改修工事は今回一社のみの入札で落札した契約者が必要な

資格を持っていなかったことにより契約解除になった。この結果、工事が半年遅れた。 

今後の入札に当たっては、関係局と連携し、速やかに工事を進めること。 

第 97 号議案は、以下の理由で反対です。 

名古屋城天守閣木造化は文化庁の現状変更許可の見通しもなく、有識者から求められた

石垣の背面調査等もいまだに行われていない。エレベーター設置を求める市民の理解も

得られておらず、木材契約を行う段階には至っていない。 

そもそも 2022 年の 12 月の木造化スケジュールありきの木材調達契約であり、市民不在

の計画そのものが問題であること。 

 

減税：95 号議案市民経済局原案に賛成いたします。 

97 号議案、観光文化交流局以下の要望を付して原案に賛成いたします。 



文化庁の現状変更許可の取得に際して石垣部会、天守各部会ならびに復元検討委員会、

加えて文化審議会に対して万全の準備を期して臨むこと。以上です。 

 

委員長：それではこれより採決を行います。採決は 2 度に分けて行います。 

初めに、第 97 号議案について、起立により採決いたします。 

本案の原案どおり可決すべきものと決することに賛成の方の起立を求めます。 

起立多数であります。よって本件は、本案は、原案どおり可決すべきものと決しました。 

 

次に、第 95 号議案についてお諮りいたします。 

本案は、原案どおり可決すべきものと決しまして、ご異議ありませんか。はいご異議な

しと認めます。よって本案は、原案どおり可決すべきものと決しました。なお、委員長

報告文の作成につきましては、正副委員長の一任の扱いでよろしいでしょうか。 

それではさよう取り扱わせていただきます。 

この場合当局から発言を求めておられますのでお許しいたします。 

 

中田局長：お許しをいただきましたので、一番ご挨拶を申し上げます。 

当委員会に付議されました議案につきましては、慎重かつ熱心なご審議をいただき、本

日ご議決を賜りまして誠にありがとうございました。 

今後の事務事業の執行に当たりましては、ご審議の中でちょうだいをいたしました貴重

なご意見、ご要望にも十分に留意をいたしまして、万全の努力をいたす所存でございま

す。 

今後とも格別のご指導ご鞭撻を賜りますようよろしくお願いを申し上げまして、御礼の

ご挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。 

 

委員長：次に、閉会中の所管事務調査についてお諮りいたします。 

あらかじめ、正副委員長において協議をいたしました結果、お手元に配付の事項につき

まして、議長に対し、それぞれ閉会中の継続調査の申し出をいたしたいと存じますが、

ご異議ありませんか。ご異議なしと認め、さよう決定いたします。 

本日の予定は以上であります。 

これにて本日の委員会を散会いたします。お疲れさまでした。 


